


■ なぜ低気圧で圏界面が下がるのか
温帯低気圧の上空には 強い上昇流 と 寒気の張り出し が存在します。
● ① 上昇流による冷却
上昇流 → 断熱膨張 → 冷却
→ 対流圏の空気が冷えると、圏界面高度は下がりやすい
● ② 寒気の南下
温帯低気圧の後面には寒気が流れ込み、
寒気の上空は対流圏界面が低い という特徴があります。
● ③ ジェット気流付近の「トロポポーズ折れ曲がり（folding）」
温帯低気圧の上空では、
成層圏の乾燥した空気が対流圏側に折れ込む現象が起きます。
→ 局所的に圏界面が大きく下がる

成層圏は通常は安定して鉛直運動が弱い、成層圏突然昇温SSW のときは例外的に強い下降流（断熱昇温）が発生する
・対流圏の大規模な惑星波(ロスビー波)が成層圏に強く侵入－極渦が弱まる／分裂－強い下降流（断熱昇温）
北半球：毎年のように発生。大規模 SSW は 2〜3年に1回　南半球：きわめてまれ

redPDF補助資料に昭和基地と石垣島のエマグラムの比較があります
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水蒸気を液体の水滴にする（凝結核） は非常に多く存在
海塩粒子/硫酸塩/砂塵/有機物など、ほとんどのエアロゾルが凝結核として働けます
氷晶核（ice nuclei）は“氷の結晶構造を作れる粒子”に限られます
粘土鉱物（カオリナイト、イライトなど）/砂塵（特に鉱物質）/
一部のバクテリア（Pseudomonas syringae など）/火山灰
氷晶核が氷を作るには、−10℃〜−20℃以下 など、かなり低温が必要です。
一方、凝結核は湿度が高ければ 0℃以上でも働く ため、利用できる粒子が圧倒的に多い。
凝結核（CCN）：1 cm³ あたり 100〜1000 個以上
氷晶核（IN）：1 L（リットル）あたり 1〜10 個程度
つまり、凝結核の数は氷晶核の数の 1000〜1万倍以上  
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フェレル循環が見られる中緯度で成長する傾圧不安定波（＝温帯低気圧）の
水平スケールは 1,000〜3,000 km 程度 であり、10,000 km を超えることはない 

典型的な単独セル積乱雲の水平スケールは：5〜10 km 程度（気象学の標準的な値）
小さくても数 km
1 km 未満は「積雲（cumulus）」のスケールであり、積乱雲ではない

条件付き不安定の大気では、空気塊が何らかの原因で持ち上げられ、
凝結高度（LCL）を超えて自由対流高度（LFC）に達すると、  
空気塊は浮力により自力で上昇し、積乱雲が発生することがある。

LCL（凝結高度）：雲ができ始める高さで、この高度では浮力はまだ負のことが多い
LFC（自由対流高度）：空気塊が周囲より暖かくなる高さで、浮力は正になる（自力で上昇）



火山灰（ash）は対流圏に長期間とどまらず、数日〜数週間で沈降してしまう 
火山灰は粒子が大きく重いため、数日〜数週間で重力沈降、雨で洗い落とされる（湿性沈着）
、対流圏の強い混合で地表に落ちる
→気候への長期的影響はほぼゼロ 

全球平均気温を低下させるのは 火山灰ではなく、成層圏に入った硫酸エアロゾル
成層圏に到達した二酸化硫黄（SO2）が変化してできる
硫酸エアロゾル（sulfate aerosols）
・成層圏に入ると雨で除去されない
・数年（1〜3年）滞留
・太陽光を散乱して地表を冷やす
1991年 ピナトゥボ火山噴火  
→ SO2 が成層圏に入り、硫酸エアロゾルが形成
→ 全球平均気温が約 0.4〜0.6℃ 低下



氏名変更：気象予報士本人
住所変更：気象予報士本人
予報業務への従事開始：事業者
予報業務の休止・廃止：事業者
気象予報士の一覧提出：事業者



気象業務法第6条では、次の観測を行う場合、観測施設の設置者が届け出を行う義務があります
・観測成果を公表するための観測  
→ ホームページに掲載＝公表に該当
・災害防止に利用する観測  
→ スキー場の安全管理（強風・低温）は災害防止目的に該当しうる
・国・自治体が行う観測（研究・教育目的を除く）
ただし、気象業務法第6条（観測施設の届け出）には 罰則規定がありません

違法だけど罰則規定はない

■ 法的根拠（水防法 第15条）
水防法第15条では、次のように規定されています。
洪水・津波・高潮のおそれがあると認めるとき
→ 気象庁長官は都道府県知事に通知しなければならない
ここに 内閣総理大臣は登場しません。
❗ では、内閣総理大臣に通知する場面はあるのか？
ありますが、それは 水防法ではなく災害対策基本法 に基づくものです。
✔ 例：
・大規模災害の恐れがある場合
・特別警報級の事態
・緊急災害対策本部の設置が必要な場合
このようなケースでは、
気象庁長官 → 内閣総理大臣（または防災担当大臣）へ報告 という流れが発生します。
■ なぜ都道府県知事なのか
・都道府県は水防活動の広域調整を担う
・河川管理者（国・都道府県）との連携が必要
・市町村への伝達は都道府県を通じて行われる仕組み


